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（中間）

判定結果
（最終） 今後の改善策

自ら考え、自分でみんなで学び続ける
自律した学び手の育成ができる授業づ
くりを目指す。

日々の授業において「委ねる」場面を意識して、教材研究を行
い、授業を展開していく。ICTをベースとして授業を展開できるよ
うに、加賀市教育委員会のプロジェクトマネージャーや各種講
師を招聘し、校内研修を行う。２学期に全校で「単元内自由進
度学習」を実践していく。このような取り組みをし、自律した学び
手を育成できることにつながる授業づくりを目指す。

研究主任

昨年度は「自律した学び手を育成するために目指す姿１０ヶ条」を考
え実践していた。昨年度ScTNアンケートの結果より、「授業を進める
のは、先生ではなくて、自分だ」と思いながら学んでいる感じている児
童が「1学期48.9％、2学期64.0％」だった。現状子どもの意識として自
分で学びを進めているとは言えない。

【成果指標】
授業では、「授業を進めるの
は、先生ではなくて、自分だ」と
思いながら学んでいる。

授業では、「授業を進めるのは、先生ではなく
て、自分だ」と思いながら学んでいる感じている
児童が
Ａ　８０％以上             Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上             Ｄ　６０％未満

学期末に行われる、加
賀市ScTNアンケートの
結果をもとに評価する。

「Ｂｅ　tｈｅ　Pｌａｙｅｒ　Plan」をもとに、進
んで自分の学びを進め、学びの楽しさ
を実感する子を育てる。

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な実現に向けた授業
改善に取り組み、「Ｂe　ｔｈｅ　Pｌａｙｅｒ(自ら考え 動く 生み出す子
どもの姿)」を目指す。

教務主任

昨年度は、「Ｂe　ｔｈｅ　pｌａｙｅｒ（子どもに委ねる学び２．０」の実現に向
け、本校で育てたい児童の姿「自立した学び手１０ヶ条」を作成し、児
童・先生方と共有し、授業改善を図った。本校の現状や実態に応じた
一定度の成果は得たが、真に自律した学び、児童に委ねる授業には
至っていない現状である。

【成果指標】
学期末テストにおいて、低学年
は２教科、中学年以上は４教科
の平均点で８０点以上を取るこ
とができる。

学期末テストにおいて、低学年は２教科、中学
年以上は４教科の平均点で８０点以上を取るこ
とができた児童の割合が
Ａ　８０％以上             Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上             Ｄ　６０％未満

学期末テスト

進んで元気なあいさつをする子を育て
る。

児童会を主として、児童集会などであいさつの意義や仕方を考
え、あいさつ運動などを通して実践する。

生徒指導主
事

言われるからやるという受け身の児童が多く、主体的に行動できる児
童が少ない。挨拶についても自分から進んでしようとする児童は少な
く、声も小さい。そのため、自分から元気な挨拶をする意識を高めて
いく必要がある。

【成果指標】
進んで元気なあいさつをするこ
とができる。

進んでさわやかなあいさつをすることができる
児童の割合が
Ａ　９０％以上である　Ｂ　８０％以上である
Ｃ　７０％以上ある　　 Ｄ７０％未満である

７月と１２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

いじめの未然防止・あたたかい雰囲気
づくりにむけて，安心・安全な学級づく
りを進める。

「いじめ問題対策チーム」を常設し，情報交換・共有化・共通理
解等のため研修会を行い，いじめの未然防止，早期発見・対応
に努めるとともに，特別支援校内委員会を活用し，児童理解，
学習・個別支援に取り組む。

生徒指導主
事

昨年度は、「学校は楽しいか」の質問に対して８割以上の児童が肯定
的な回答をした。否定的な回答の理由は学習や友達関係でうまくいっ
ていないことが予想される。そのため、教師間で児童の気になる行動
を積極的に共有し、いじめやトラブルの未然防止や早期発見に努め
る必要がある。また、生活リズムの乱れや家族とのトラブルが要因の
児童もいる。家庭が絡む児童には家庭との連絡を密にしたり、ＳＣや
外部機関とつなげながら対応していきたい。

【成果指標】
児童が，友だちとの関わり方や
助け合う活動を通して，学校が
楽しいと感じている。

学校で過ごすことが楽しいと感じている児童が
Ａ８５％以上である　 Ｂ８０％以上である
Ｃ７０％以上ある　　　Ｄ７０％未満である

７月と１２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

③
キャリア教育

学校生活の充実と向上を図るために，
係活動や委員会活動等を中心に自分
の目標を立て，役割を分担し，主体的
に考え実践できる児童を育てる。

　児童が主体的に組織をつくり，役割を分担し，計画を立て，よ
りよい学校生活を送ることができるよう積極的に係活動や委員
会活動等を行っていく。

児童会

昨年度は、児童自身から「〇〇がしたい」という声が上がり、新しい企
画を考える委員会や、委員会の当番を忘れないよう心がけている児
童も増えた。一方で、「〇〇したい」という気持ちよりも、「〇〇をすると
面倒だ」とネガティブな気持ちを口に出してしまう児童もいる。行事や
委員会の活動後の達成感を得られるよう、教師側から働きかけてい
きたい。

【成果指標】
委員会活動や係活動に主体的
に取り組んでいる。

委員会活動や係活動において「行きたい学校、
幸せな学校」づくりのために活動に取り組めたと
思う児童が，
Ａ　９０％以上             Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上             Ｄ　７０％未満

７月と１２月に児童対象
に振り返りをする。

心と身体の健康について考え，たくまし
い心と体を作り，健康な生活を送るた
めの習慣や態度を養う。

児童が自らの心身の健康の大切さに関心が持てるよう，委員
会活動や学校保健委員会などで取り組む。

保健主事
本校ではメディアの時間が長く、睡眠不足に繋がっている。そこで、自
分でメディアコントロールができるように学校保健委員会で保護者や
児童への働きかけを行いたい。

【成果指標】
決められた時間に寝ることがで
きている。

決められた時間に寝ることができている児童が
A　80％以上　　　　B　70％以上
C　60％以上　　　　D　60％未満

７月と1２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

運動の楽しさと喜びを体得させ，生涯
にわたって運動できる体つくりに努め
る。

自分のめあてをもち、日頃の体育の授業や体育的行事に取り
組み、運動の楽しさや喜びを味わえるようにし、体力の向上を
図っていく。

体育担当

体を動かずことが好きな児童が多く、休み時間は外や体育館で遊ん
でいる。さらに、体育の時間や体育的活動を通して運動の楽しさや喜
びを味わえるような働きかけが求められる。

【成果指標】
自分でめあてをもって、体育の
授業や体育的行事に取り組ん
でいる。

自分でめあてをもち、体育の授業や体育的行事
に取り組むことができた児童が
Ａ90％以上　　　Ｂ80％以上
Ｃ70％以上　　　Ｄ70％未満

７月と1２月に児童対象
のアンケートを実施す
る。

⑤
安全指導 児童が自らの命を守るために、適切に

判断し主体的に行動できるよう、学校
安全に関する意識の向上を図る。

学校と地域・警察等の関係機関が連携することで、実践的な防
災教育・訓練を実施する。

教頭

地域と連携した登下校の安全指導、警察等関係機関と連携した訓練
を行っている。児童は避難時の対応の仕方は概ね理解できている。し
かし、突発的に起こった危機的状況に対しての行動力は、今後身に
ついけていく必要がある。

【成果指標】
児童が，避難時の対応の方法
を生かし，自分で考えて的確に
行動することができる。

避難訓練や防犯教室等で，自分で考えて避難
行動ができた児童が
Ａ　９０％以上　  　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７０％以上　　　　Ｄ　７０％未満

訓練後の「ふり返りカー
ド」で評価する。７月と１
２月に教職員アンケート
を実施する。

⑥
特別支援教育

一人ひとりの個性を大切にし、よさを認
め、安心して過ごせる環境づくりに努め
る。

個に応じた対応策や環境整備をするために、月末に児童の困
り感や学級の様子を調査し、それをもとに校内委員会を開き、
対応策などを全職員で共通理解し対応する。特性のある児童
の理解についての研修や教員同士の学び合いができる場を設
定し、よりよい指導と支援ができるようにしていきたい。

特別支援
コーディ
ネーター

困ったことがあったら校内委員会を開いたり、相談体制の強化を行
い、教職員や保護者との連携、スクールカウンセラーや関係機関との
連携は十分できた。しかし、校内委員会の回数が少なく十分でなかっ
たことや教員の特別支援の知識や理解を深めることが必要と感じた
ため、研修会を増やしたい。

【成果指標】
教職員及び，教育支援員が、
児童一人ひとりのために指導
及び支援ができるように、コー
ディネーターや校内委員会の
サポートが機能していると感じ
ることができる。

特性のある児童の理解が深まったと思える教職
員が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施
する。

⑦
組織運営・
　業務改善

学校経営ビジョンの具現化を目指し，
教職員がチームの一員として組織的・
協働的に力を発揮できる体制をつく
る。

各部会、運営委員会、職員会議を計画的に行い、学校経営ビ
ジョン実現に向け組織的・協働的に業務を遂行する。

教頭

運営委員会を開き、教育活動を進めているが、各部会が十分機能し
ていない状況が見られる。各部会が機能する体制を作り、各部会、運
営委員会、職員会議を計画的に実施し、組織的・協働的に教育活動
を充実させていくことが求められる。

【努力指標】
学校経営ビジョンを実現するた
めに組織的・協働的に業務を
遂行することができる。

学校経営ビジョンを実現するために組織的・協
働的に業務を遂行することができたとする教職
員が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施
する。

⑧
研修

若プロの内容の充実を図り、「チーム
動橋」で若手教職員を育てる。

若手のニーズや本校の実態に合った研修を計画し、日常的に
授業改善・学級づくりのOJTができるよう計画していく。

教務主任

昨年度、ベテラン教員は、学級経営や生徒指導、授業づくり等教員の
資質向上に直結する研修を、若手教員は自分の得意分野を活かした
研修の場を計画的に設定することで、若手・ベテラン両者にとって有
意義な研修を実施することができた。

【成果指標】
若手早期育成プログラムを受
け，ステージに応じた資質能力
を身に付けることができる。

若プロを受け，「授業・学級づくりに生かすこと
ができた」と回答した教職員が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に教職員対
象のアンケートを実施
する。

⑨
保護者，地域と
の連携 「社会に開かれた教育課程の実現」に

向けて地域・保護者と学校が連携し，
開かれた学校づくりを推進する。

学校だより，学年だより等，各種おたより，コドモン、ホームペー
ジ等を活用し積極的に情報提供を行っていく。コミュニティ・ス
クールとの連携を図り教育活動を充実させていく。

教頭

学校だより，学年だより等，各種おたよりは定期的に発行している。ま
た、地域資源（人・物）の活用と体験活動を取り入れ教育活動を進め
ている。社会に開かれた教育課程の実現に向け、保護者、地域との
連携をさらに充実させていきたい。

【満足度指標】
各種おたより，ホームページ等
を活用し，保護者・地域と連携
し開かれた学校づくりを推進す
ることができる。

学校の様子が分かると感じている保護者やＣＳ
委員等が
A　９０％以上　　　　　　　B　８０％以上
C　７０％以上　　　　　　　D　７０％未満

７月と１２月に保護者や
ＣＳ委員等にアンケート
を実施する。

⑩
教育環境整備 自律した学び手を育成するために、

ICTをベースとした授業を展開すること
ができる。

ICTをベースとした授業を展開できるよう、学校研究と連携した
校内研修を複数回実施していく。ICTを障害なく活用できるよう
に、各教室内の機器の整備やICTサポーターの日程調整などを
行う。

情報担当

教職員間でICTを使っていきたいという意識はある。日常的にICTを活
用したことについて教職員間で話をする機会があまりなかった。ICTを
ベースとした授業のイメージが持てていない現状がある。

【成果指標】
自律した学び手を育成するた
めに、ICTをベースとした授業を
展開することができる

自律した学び手を育成するために、ICTをベー
スとした授業が展開できたと感じている教員が
Ａ　９０％以上　　　　　Ｂ　８０％以上
Ｃ　７５％以上　　　　　Ｄ　７０％未満

７月と１２月に教員対象
のアンケートを実施す
る。

学校関係者
評価

令和７年度 学　校　評　価　【　計　画　書　】 加賀市立動橋小学校　　校長　野田　美由紀　　　　　　印

   学校教育ビジョン  　 自ら学び、たくましく生きる　心豊かな児童の育成
   めざす学校像　　　　　　　・安全で安心して過ごせる学校　　   　・子どもも教師も成長を実感する学校　        ・家庭・地域とともに歩む学校
   めざす児童像　　　　　　　・自ら学ぶ子　　　　　　　　　　            　  ・自分も人も大切にする子　　　　               　　・粘り強くやりぬく子　　　　　　　　　　           　・ふるさとを愛する子
   めざす教職員像　　　　　・子どものよさを認め寄り添う教師　  ・学び続け挑戦する教師　　　　　                　　・「チーム動橋」として協働できる教師

①
教育課程・
　学習指導

②
生徒指導
※いじめの
　未然防止

④
保健管理


